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ウロン酸の代謝 l乙関する研究(1 ) 
bwinia a1'oideaeのクロン酸代謝
岡本賢一・小沢潤二郎
グルクロン酸やガラクチュ口ン酸は細菌によって5-ケトー Lー ガラクトン酸を経て代謝されることが知
られている(渡辺，新井1956，Asai & Nasuno 1958).また黒砲の場合，グルコー ズからL-アスコ
ルピγ酸に至る中間体仁グルク口γ酸が考えられている(Sasty& Sarma 1957). Kraghtら(952)
は衿j悌酸，現E自酸，厳酸，酢酸，2，3-1チレングライコー ルなどが Erwiniacarotovora仁よっ
て生成すると述べているが，中間代謝物については研究していなしi'.Erwinia aroideaeの場合，
5-ケトー Lー ガラクトン酸を経てウロシ酸が代謝されるとは，本報の実験結果から考えられない.
実験の方法と結果
代謝中間物の分離
1 1の工ルレンマイ工ルフラスコにペクチγ酸1.0%， (N~)出向， 0.4 %， Na2HPO， 12 Hρ 
0.5 %， KHzPO， 0.2%， MgSO， 7HzO 0.05%の培養液700mlを加え，E. aroideae (小
沢，岡本1956)を接種して270C仁静置培養すれば， 3日目からガラクチュ口ン酸やその重合体
と異なる還元性物質がペー パー クロマトグラフィによって検出され， 5， 6日目lこ最高仁達する.培
養液の菌体を除去して減圧濃縮し，イオγ交換樹脂で陽イオンを除き， Ba(OH)zで中和する.酒
精を25%になるようじ加え，沈澱を除き，さら仁85%まで酒精を加えて沈澱を集める.沈澱を水
lこ溶解し，酒精による分別沈澱を繰返し，ガラクチ込口Yl唆やその重合体，燐酸塩などをできる
だけ除く.沈澱を水に溶解し，東洋漕紙 No.52の粉末を詰めたカラム (30x100mm)をn-ブ
タノール・酢酸・水 (4:1:2)の溶媒を流しながら通い代謝中間物を含む溶離液を集める.
これを水と短って水層仁代謝中間物を移行させ，減圧濃縮する.エーテルで70時間抽出し，最後
にBa塩にして酒精で沈澱させる.この代謝中間物はペクチン酸，ヂガラクチュロン酸，ガラクチユ
ロン酸またはグルクロン酸を，燐酸極を加えないで洗練菌体と振った場合にも生成した.
代謝中間物のCa塩，ブルチン塩はともに針状結品，後者の m.P.は180"'1820であり，n-
ブタノー ル・酢酸・水 (4:1:2)を溶媒として用いた場合のRFは0.20，フ工ノー ル ・水 (3: 
1，1%の蟻酸を含む)の場合のRFは0.11であった.カルパゾール反応の変法〈渡辺，新井195
6)仁よる吸牧極大波長53伽n/J，Seliwanoffの反応の変法 (Glick1954)では660mμ，ジステイ
シ・カルパゾー ル反応では 540"，550mμ であった.α ナーフトー ル反応、+，フ日ログルジγ反応+，
オルジγ反応 (Bial法)+，塩化第二鉄呈色反応一， フェリツグ液を室温では還元しない.ケト
酸に属してやるようであるが， L-アスコルピシ酸，デヒド口ー L-アスコルピγ酸， 2，3-ヂケトー L-夕日
γ酸， 2-ケトー L戸グ口γ酸， 2-ケトまたはふケトグルコン酸， 5-ケトー Lー ガラクトン酸 (Ehrlich
& Gutt ermann 1934)， 2-ケトー D-ガラクトン費量，またこれと同し方法 (Regna& Caldwell 
1944)で調製した2-ケトー L-ガラクトン酸と想像される物質などとは異る性質を示した.
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E. aroideaeウロン酸代謝
E. aroideaeを炭素源 0.5%.(NH，)a HPO， 0.4%. Na2 HPO， 12H20 0.5 %. KH2 
PO， 0.2%. MgSO， 7H20 0.05 %の培地に接種して280Cで48時間振温培養し，遠心分離
(10.000 r. p. m. 10分間〉して菌体を集め，水で2回，Mj 45 phosphate buffer (pH 7.0) 
で1回洗い，同じ bu妊erに浮遊させて蘭体懸濁
液をつくり， まずウロツ酸に対する適応性を調べ
た.その結果は第1図と第2図の通りであった.
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第1図 E. aroideaeの適応性
.一一・ ペクチン酸培地に生育した菌1
ト前培養l土
O一Oグルコー ス培地に生育した菌l
馬鈴薯煎汁培地(小沢，岡本1957)
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第2図 E. aroideaeの適応性
.一一・ ガラクチュロン酸
.- ・ グルクロン酸
⑩一一⑩ 粘液酸
薗はガラクチュロン酸仁生育したもの
反応液の組成 L終末濃度〕は次ぎの通りで，第 1~8 図を通じ，すべて閉じである.
主 室:燐酸塩緩衝液 (pH7.0) Mj45 
菌体懸濁液 0.6ml(乾燥菌体の重量約 3mg)
側 室:各種基質 Mj10∞，ただしペクチン酸，代謝中間物は0.0195'五
副室:20% KOH 0.2ml 
総液量 2.6ml，温度300C
E. carotovoraはガラクチ込ロツ酸に対して適応性を示すという報告 (Kraght& Starr 1952) 
があるが，藤井(1656)は E.aroideaeで反対の結果を得ている.第1図から，実験仁用いた
E. aroideaeはガラクチュロツ酸仁適応的であるとは言えない.ガラクチュロン酸仁培養した菌体は
グルクロツ酸に対して適応性を示した(第2図工
ペクチツ酸，ガラクチュロン酸，前記の代謝中間物およびグルク口ン酸を炭素源仁用い，第1図
の場合と同じ条件でつくった E.aroideaeの菌体浮遊液の各種の基質に対する酸素吸牧を調べた
結果は第 3~第 6 図の通りであった.
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第3図 ペクチン酸仁適応させた
E. aroideaeの酸素吸収
・一・ ガラクチュロン酸・-. グルクロン殴
<!J一O 代謝中間物
o--~...o 5-ケトー Lー ガラクトシ酸
()-() ペクチン酸
() (ー) 粘液酸
第3-第8図の記号はすべて同じであQ
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第5図 代謝中間物仁適応させた
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第4図 D-ガラクチュロン酸lこ適応させた
E. aroideaeの酸素吸収
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第6図 グルクロン酸に適応させた
E. aroideaeの酸素吸収
グルクロン酸には菌が繁殖しないため培養液に
ペブトン加水分解物を加えた
E. aroideaeは5-ケト Lーーガラクトγ酸には繁殖せず，ウロン酸仁適応させた菌体では酸素吸牧
を示さない(第3-6図). したがっτE.aroideaeウ口ン酸代謝では 5-ケトー L-ガラクトン酸を
経由するとは考えられない.代謝中間物はウロツ酸仁適応させた菌体でよく酸素吸牧が行われ，こ
の物質を経℃ウロγ酸が代謝されると考えられる.第5図において代謝中間物に適応させた菌体が
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lagなしにガラクチェ口γ酸に酸素吸牧を示すのは.E. aroideaeがガラクチ aロソ酸仁対しては完
全な適応菌でないためであろう.ガラクチ&口γ酸に適応させた菌体はグルクロツ酸に(対して lagを
示し，グルクロン酸に培養した菌体はガラクチ&ロン酸を初めから消費する.またグルクロン酸に培養
すれば矯養液中にガラクチュ日ン酸が認められるが，ガラクチ aロソ酸に培養してもグルク口γ酸は生
成しない. したがってグルクロン酸はガラクチュ口γ酸，代謝中間物を経て分解されると考えられる.
Pseudomonas .fluorescensとEscherichiacoii k-12のウロン酸代謝
P. .fluorescensとEsch.coli k-12をE.aroideaeと同じ条件でガラクチュロン酸に適応さ
も基質の酸素吸牧を調べた結果は第7図と第8図の通りであった.
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第8図 ガラクチュロン酸仁適応させた
Esch. co/i kー 12の酸素吸収
培養液にペブトン加水分解物を加えた
第7図 ガラクチュロン厳に適応させた
P. fluorecensの酸素吸収
培養液にペブトン加水分解物
を加えた
P. .fluorescensは5-ケトー Lー ガラクトン酸に対して酸素吸牧を示さないが.E. aroideaeのガ
ラクチュロγ酸代謝中間物を消費した.Esch. coli k-12の場合は渡辺ら (1956)の結果と一致
し.P. .fluorescensはE.aroideaeと同じ経路でウロγ酸を代謝すると推察され，朝井ら U957)
の結果と異なるが，これは菌株が相違するためであろう.
要 約
1) E. aroideae は5-ケトー L-ガラクトγ酸や L-アスコルビン酸を経由することなし仁ウロツ酸
を代謝する.
2) E. aroideaeのウロン酸代謝中間物を分離した.
終りに Pseudomonas.fluorescensと2-ケトー D-ガラクトン酸を頂きました東大飯塚助教授と
相田助教授に感謝致します.
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